
「最新農業技術・品種 2015」の公表から５年目の追跡調査結果 

 農業技術に関する近年の研究成果の中から、早急に生産現場への普及を推進する重要なものを「最新農業技術・品種」（2014年以前は

「農業新技術 200X」）として 2007年（平成 19年）から毎年選定しているが、公表後２年目及び５年目に普及状況を追跡調査実施し、都

道府県における新技術の普及状況を把握することとされている。 

 今回の追跡調査では、公表から５年が経過した「農業新技術 2015」について、各地方農政局を通じて収集した各都道府県における生産

現場への普及状況や技術の導入効果等についてまとめた。なお、追跡調査で収集した意見については、地方農政局を通じ、提案機関へ情

報提供を行うとともに、地方農政局が主催する地域研究・普及連絡会議等にて、その結果を反映した今後の取組みについて管内の公設研

究機関、普及部門の関係者等で検討する。 

「農業新技術 2015」の５年目追跡調査結果の概要 

 「農業新技術 2015」に掲載された 29の成果のうち、「果樹の樹体ジョイント仕立てを核とした省力、低コスト栽培システム」、

「ヨーネ病の新しい診断技術の開発および確立」、「乗用トラクタの転倒転落事故の一因である左右ブレーキの連結忘れを防ぐ装

置」、「水稲作におけるリン酸肥料削減の基本指針」は特に導入が積極的に進められており、各々、２３、１４、１１、８の都道県

において導入が積極的に進められている。

 「果樹の樹体ジョイント仕立てを核とした省力、低コスト栽培システム」は多くの作目で導入が進んでおり、作業の省力化や低コ

スト化への寄与が大きく、生産者の高齢化や後継者不足といった問題の解決に近づく技術として、導入を推進している又は導入を

検討している自治体が多かった。

 初期投資が高額となる成果は、生産物の高品質化や増収により投資の回収が期待されるとしても、敬遠される傾向にあった。



「最新農業技術・品種２０１５」選定成果の優良普及事例（５年目追跡調査結果）（１）

【普及状況】
• ８県で導入推進中。
• 土壌診断プログラムの減肥基準として採用（茨城県）。
• 県内JA組織で肥料製造の際に活用（長野県）。
【導入効果】
• リン酸施肥を減肥することで施肥コスト低減に繫がる。
• 普及員、営農指導員、生産者向けの適正施肥の周知に利用可能
である。

【導入にあたり生じた課題・想定される課題】
• リン酸成分を減らした肥料が流通していない場合が多い。
• リン酸減肥栽培を継続すると、４年目以降に茎葉リン酸濃度が
低下する傾向にあり、最高分げつ期の茎葉リン酸濃度が低いと
分げつ数が抑えられる。

【普及状況】
• ２３都県で導入推進中。
• 福島で７ha、鳥取で１４ha 普及（二ホンナシ）。

【導入効果】
• 低樹高化により、脚立が不要となり、摘蕾、摘果、収穫、せん
定の作業時間が50％程度短縮され、軽労化も図られている。

• 初心者でも一般的な管理作業の習得がしやすい。
【導入にあたり生じた課題・想定される課題】
• 苗木育成や資材等にかかる費用の負担が大きい。
• 着果位置が低いため、獣害のリスクも高まる。

１．水田作におけるリン酸肥料削減の基本指針 ２．果樹の樹体ジョイント仕立てを核とした省力・低コスト
栽培システム



「最新農業技術・品種２０１５」選定成果の優良普及事例（５年目追跡調査結果）（２）

【普及状況】
• １４道県で導入推進中。
• 平成30年度は47都道府県55か所の家畜保健衛生所で標準化のた
めの精度管理調査を実施。

【導入効果】
• ヨーネジーンを用いたリアルタイムＰＣＲを実施し、菌分離に
くらべ非常に迅速なヨーネ病の診断ができ、まん延防止につな
がっている。

【導入にあたり生じた課題・想定される課題】
• 「ヨーネジーン」は200反応のセットのみのため、少頭数の検
査においては無駄になる場合があり、検査費用が割高となって
しまう場合が多い。

【普及状況】
• １１県で導入推進中。
• 各農機メーカーの現行機種にほぼ導入されているため、機械
の更新に伴い普及。

【導入効果】
• 左右ブレーキを連結しない状態での誤操作によるブレーキの
片効きを防ぐことができ、農作業事故の回避につながる。

【導入にあたり生じた課題・想定される課題】
• 農家の現有トラクタに後付けできない。

３．ヨーネ病の新しい診断技術の開発および確立 ４．乗用トラクタの転倒転落事故の一因である左右ブレーキ
の連結忘れを防ぐ装置



 
番 

 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状

況 

1 

水稲作における

リン酸肥料削減

の基本指針 

農研機構中央

農業研究セン

ター 

・リン酸施肥を減肥することで施肥コ

スト低減に繫がる。 

・普及員、営農指導員、生産者向けの

適正施肥の周知に利用可能である。 

・リン酸成分を減らした肥料が流通し

ていない場合が多い。 

・リン酸減肥栽培を継続すると、４年

目以降に茎葉リン酸濃度が低下する

傾向にあり、最高分げつ期の茎葉リン

酸濃度が低いと分げつ数が抑えられ

る。 

・８県で導入推進中 

・土壌診断プログラム

の減肥基準として採

用（茨城県） 

・県内 JA組織で肥料

製造の際に活用され

ている（長野県） 

なし 

2 

水稲輪作におけ

るイネWCS専用品

種「リーフスタ

ー」を用いた漏生

イネ対策 

宮城県古川農

業試験場 

・後作の食用水稲での漏生イネ由来の

籾混入リスクを低減できる。 

・一般農家はWCSの収穫を８月末まで

に完了する作付け体系を組んでおり、

その中に晩生の品種を導入すること

は困難。 

・病虫害等の障害発生リスクが懸念さ

れる。 

・高知県で導入推進中 

・漏生イネ対策として

の普及はないが、本品

種はWCS用イネの作付

け割合の約１割を占

める（千葉県） 

なし 

3 

小麦「さとのそ

ら」の主稈長によ

る茎立ち期、幼穂

長による出穂期

予測法 

茨城県、栃木

県、埼玉県 

・一筆単位での正確な出穂期等を簡易

に予測できるため､普通作担当普及指

導員によって活用されている｡ 

・県内で普及している品種への応用が

期待される。 

・地域、営農条件等が限定される。 

 

・３県で導入推進中 

・県内全域（H30産「さ

とのそら」栽培面積

3,757ha）で活用（茨

城県） 

なし 

4 

地下水位制御シ

ステムを用いた

梅雨明け後に播

種する大豆の苗

立ち安定向上技

術 

農研機構西日

本農業研究セ

ンター 

・乾燥による大豆の出芽不良や、開花

期前後の干ばつによる着莢不良が発

生しているため、本技術の導入により

生育改善効果が期待できる。 

・湿田に導入した場合でも、土壌水分

が適正になり大豆の発芽が揃う。順調

に生育すれば収量増にも繋がる。 

・地下水制御システムを設置するコス

トが高いなどの理由から、本システム

を導入する事例がない。 

・３府県で導入推進中 

・40haで導入（千葉県） 
なし 

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-1.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-1.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-1.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-2.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-2.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-2.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-2.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-2.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-3.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-3.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-3.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-3.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-3.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-4.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-4.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-4.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-4.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-4.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-4.pdf


番 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状

況 

5 

大豆の収量を向

上させる小畝立

て深層施肥播種

機 

山形県農業総

合研究センタ

ー、（株）ク

ボタアグリサ

ービス 

・初期の湿害軽減による出芽・苗立率

の向上、効率的な窒素供給による生育

量・収量の向上が期待される。

・耕うん同時畝立て播種技術、作溝同

時播種等も併せて検討した結果、耕う

ん同時畝立て播種技術の普及が進ん

でおり、現状では本技術の推進を行う

ことは難しい。

・大豆産地および経営規模が小さい場

合、導入コストが高く導入できない。 

・山形県で導入推進中 なし 

6 

かんしょ新品種

「こなみずき」で

ん粉の食品加工

利用技術 

鹿児島県農業

開発総合セン

ター、（株）

松 谷 化 学 工

業、農研機構

九州沖縄農業

研究センター

・｢こなみずき｣の単価は、従来品種よ

りも15円／kgほど高く、農家の収益向

上に繋がっている。

・｢こなみずき｣でん粉の優れたでん粉

特性のアピールにより、カンショでん

粉の認知度が高まり、食品用途が増加

している。

・皮色が白色で、従来品種の「シロユ

タカ」等の塊根と区別がつきにくいた

め、でん粉製造時のコンタミを防ぐた

めに契約栽培を行わざるを得ない。

・でん粉の需要は拡大しているが、安

価な輸入でん粉との競合もあり、大規

模な需要拡大には至っていない。

・鹿児島県で導入推進

中 

・2017年度は南九州市

を中心に49ha栽培（鹿

児島県） 

なし 

7 

飛翔能力を欠く

ナミテントウ製

剤の利用技術マ

ニュアル

農研機構西日

本農業研究セ

ンター

・化学農薬の使用量が減り、環境や生

産者への負荷が軽減するとともに、化

学農薬連用による抵抗性害虫発生の

リスクを回避することができる。

・圃場への定着に一手間かかる寄生バ

チ製剤に比べて、アブラムシ発生確認

後の速効性が期待できる。

・一時的に飛翔能力を制御したナミテ

ントウ（特定防除資材、商品名：テン

トロール）が既に利用されている。

・製剤の価格が高く、防除効果が安定

しなかったため、化学農薬の代替手段

としての本格的な導入を推進できる

結果にはならなかった。

・大阪府で導入を検討

中 
なし 

8 

前作としてブロ

ッコリー作付け

することによる

ナス半身萎凋病

の発病抑制 

群馬県農業技

術センター、

東洋大学、農

研機構中央農

業研究センタ

ー 

・ナスの半身萎凋病発生ほ場で、耐病

性台木と組み合わせた場合、農薬によ

る土壌消毒と同等程度の病害発生抑

制効果が得られた。

・ブロッコリー自体も換金作物である

ため、休作や緑肥を栽培する場合と比

較すると導入農家の所得向上に繋が

る。

・ナス半身萎凋病の多発圃場では効果

が劣ることから、発病拡大を未然に防

ぐ予防的手段として導入が望ましい。 

・県内のナスの主要作型である長期収

穫栽培の場合、前作でブロッコリーを

栽培する期間が短く、ナスを連作する

ほ場では本技術の導入が難しい。 

・２県で導入推進中

・ナスとブロッコリー

が産地化されている

地域において、一部の

生産者が、意識的に輪

作体系に取り入れて

いる（群馬県）

なし 

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-5.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-5.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-5.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-5.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-6.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-6.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-6.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-6.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-7.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-7.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-7.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-7.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-8.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-8.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-8.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-8.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-8.pdf


番 

 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状

況 

9 

ネギベと病防除

支援情報システ

ム 

千葉県農林総

合研究センタ

ー 

・県内外の生産者やＪＡ・普及組織等

の指導機関が、本システムの活用によ

り、ネギべと病の感染危険日の予測に

基づく適期防除ができるようになっ

た。 

 

・千葉県で導入推進中 

・県内外の生産者、指

導機関における利用

件数はおよそ120件と

なっている（千葉県） 

なし 

10 

増収とリン酸減

肥を可能にする

定植前のネギ苗

へのリン酸カリ

溶液施用 

農研機構東北

農業研究セン

ター、福島県

農業総合セン

ター 

・定植時期が低温で初期生育の確保が

難しい６～７月出荷作型において、出

荷開始時期の早期化や生産性の向上

が期待できる。 

・活着と初期生育が早いため、計画出

荷と安定生産に繋がっている。 

・県内ネギ主要産地の多くは土壌リン

酸が過剰傾向であるため、どの程度の

効果が認められるか検証する必要が

ある。 

・労働負担が増加する。 

・山形県で導入推進中 

・低温期の定植となる

夏どり栽培、乾燥しや

すい時期に定植とな

る秋どり栽培を中心

に普及（山形県） 

なし 

11 

簡易設置型パッ

ド＆ファン装置

を利用した夏季

施設トマトの加

温冷却技術 

岐阜大学、農

研機構西日本

農業研究セン

ター、大阪府、

兵庫県、（株）

揖斐川工業 

・簡便な冷房として、高温期の施設ト

マト栽培で、高温による果実の生理障

害（尻腐れ果、裂果）の軽減や着果率

の向上が期待できる。 

・夏期高温時のシュンギク、ホウレン

ソウ栽培において、温室内の加湿冷却

効果により、高温による生育遅延、障

害の発生が減少し、増収することを確

認している。 

・小規模を想定した技術であり、トマ

ト専作経営体の規模では導入困難。 

・初期導入コストが普及の障害。 

・大きな通路部分がなく、温室内全面

を栽培に使用するため、装置の設置場

所の確保のため、栽培面積が減少し、

減収することが、導入の障害。 

・メーカーの撤退により、製品が入手

できない。 

・滋賀県で導入検討中 

・ミニトマト育苗で一

部導入（滋賀県） 

なし 

12 

気化潜熱利用に

よる兵庫方式高

設栽培装置の培

地昇温抑制技術 

兵庫県立農林

水産技術総合

センター、農

研機構西日本

農業研究セン

ター 

・低コストの投資で、培地の温度上昇

を抑制することができ、収量が安定、

増加する。 

・開花から収穫に至るまでの生育の均

一化につながり、成育中の管理作業効

率が向上する。 

・異なる方式の高設栽培装置が導入さ

れているため、該当する研究成果の導

入が進んでいない。 

・導入推進中または検

討中の都道府県なし 
なし 

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-9.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-9.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-9.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-10.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-10.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-10.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-10.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-10.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-11.pdf
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https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-11.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-11.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-11.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-12.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-12.pdf
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番 

 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状

況 

13 

わい性サヤイン

ゲンのジベレリ

ン2回処理による

節間伸長促進お

よび増収技術 

沖縄県農業研

究センター 

・わい性インゲンのジベレリン散布に

よる節間伸長効果は、処理回数が1回

の場合不安定であったが、処理回数が

2回となったことで安定し、収穫量が

増加した。 

・播種からジベレリン処理時期にあた

る10～11月および収穫期の3～5月の

高温対策を実施する必要がある。 

・沖縄県で導入推進中 

・宮古地区、北部地区

において普及が進ん

でおり、両地区におけ

る本技術の普及割合

は、各々、40％、18％

である（沖縄県） 

・災害に強い高機能

型栽培施設の導入

推進事業（沖縄県） 

・拠点産地自走支援

事業（沖縄県） 

14 

養液栽培におけ

る高温性水媒伝

染病害の安全性

診断マニュアル 

岐阜大学、愛

知県農業総合

試験場、岐阜

県農業技術セ

ンター、三重

県 農 業 研 究

所、静岡県農

林技術研究所 

・葉物野菜を周年で取り組むに当た

り、水媒伝染病害の予防のため、マニ

ュアルに沿った指導が行われた。 

・農業普及機関単独では対応が難しく

試験機関の協力が必要。 

・トマト養液栽培は少なく、病害の発

生時には農業技術センターにて病害

診断に対応している。 

・恒温機等の機器整備が難しく現場で

の同技術導入の余地は少ない。 

・岐阜県で導入推進中 なし 

15 

クリの凍害に対

する危険度判定

指標と対策技術

マニュアル 

兵庫県立農林

水産技術総合

センター、岐

阜県中山間農

業研究所、農

研機構果樹研

究部門、西日

本農業研究セ

ンター等 

・凍害の被害を受けやすい気象条件お

よび土壌条件が明らかとなったこと

で、凍害の危険度を考慮して植栽計画

を立てることが可能となっている。 

・凍害対策技術である高畝・高盛およ

び株ゆるめ処理により、凍害の被害率

が低下し、生産性および生産者意欲の

向上に貢献している。 

・クリ園では栽培面積が大きく、また

傾斜地も多いことから、凍害が問題と

されていても、労力的に導入が困難な

ものと思われる。 

・高畝、高盛とするためには造成費用

が通常より高額となる。 

・株ゆるめ処理は、フォーク型バケッ

トを装着した油圧ショベルが必要で

あり、導入コストが大きい。 

・５県で導入推進中 

・県内主産地の大規模

クリ園を中心に油圧

ショベルとフォーク

型バケットが導入さ

れ、株ゆるめ処理が行

われている（約20ha）

（岐阜県） 

・新産地づくり地域

活性化推進事業（岐

阜県） 

16 

形状や大きさが

多様なカキ果実

を溶液処理のみ

で剥皮する方法 

農研機構果樹

研究部門、京

都大学 

・干柿加工等果実の丸ごと剥皮が可

能。 

・びわについても応用、研究成果があ

り、びわの加工業者も本成果を有効活

用することが期待される。 

・特許許諾手続きが必要である。 

・用途に応じた溶液処理の具体的な手

順が必要である。 

・溶液処理用酵素及び器材を購入する

必要がある。 

・施設などの導入コストが想定され

る。 

・奈良県で導入検討中 なし 

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-13.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-13.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-13.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-13.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-13.pdf
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https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-14.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-14.pdf
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https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-15.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-15.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-15.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-16.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-16.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-16.pdf
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番 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状

況 

17 

果樹の樹体ジョ

イント仕立てを

核とした省力、低

コスト栽培シス

テム

神奈川県農業

技 術 セ ン タ

ー、筑波大学、

農研機構果樹

研究部門、宮

城県農業・園

芸 総 合 研 究

所、茨城県園

芸研究所、群

馬県農業技術

センター、埼

玉県農林総合

研究センター

等

・低樹高化により、脚立が不要となり、

摘蕾、摘果、収穫、せん定の作業時間

が50％程度短縮され、軽労化も図られ

ている。 

・初心者でも一般的な管理作業の習得

がしやすい。 

・早期多収技術として期待ができ、老

朽化した園地の若返りが期待できる。 

・苗木育成や資材等にかかる費用の負

担が大きい。 

・水源がなくかん水が十分にできない

地域、春先に冷涼な地域、地力がない

地域等では、大苗の育成が難しい。 

・着果位置が低いため、獣害のリスク

も高まる。

・パテント料がナシやウメに関しては

発生し、資金の準備が必要である。

・２３都県で導入推進中 

・ニホンナシで6.7ha普

及（福島県）

・ニホンナシで5ha普及

（長野県）

・ニホンナシで2ha普及

（富山県）

・ニホンナシで14ha普及

（鳥取県）

・ニホンナシで令和2年

までに3ha普及予定（広

島県）

・ニホンナシで5ha、カ

キの低樹高ジョイント

栽培）で2ha普及（熊本

県）

・果樹経営対策支援事

業（国）

・産地パワーアップ事

業（国）

・アグリふくしま革新

技術加速化推進事業

(福島県)

・早期成園・省力化の

ためのナシ改植促進事

業(千葉県)

・ウメの早期成園化技

技術の導入事業(東京

都)

・鳥取梨生産振興事業

（鳥取県）

・さが園芸生産８８８

億円推進事業（佐賀県） 

18 

ニホンナシ（果樹

類）における晩霜

対策の実用性評

価 

栃木県農業試

験場 

・防霜ファンや多目的防災網（棚）を

設置し、燃焼資材を併用することで、

晩霜被害が軽減され、安定生産につな

がる。

・防霜ファンは換気、防災網は強風対

策、害虫の侵入を防ぐなど多目的に使

用可能。

・園地別の詳細な温度データを取る必

要がある。また、防霜ファンの導入コ

ストが高い。

・防霜ファンや多目的防災網設置に係

る経費。

・多目的防災網を開花前に展張する場

合、人工授粉が必須。

・２県で導入推進中

・なし園地における防

霜ファン設置割合は

４３％、多目的防災網

の設置割合は９５％

で、防霜対策基準を参

考に対策を指導し、実

施されている（栃木

県）

なし 

19 

大果で食味がよ

い施設栽培向き

ビワ新品種「はる

たより」 

長崎県農林技

術開発センタ

ー 

・既存品種と比較し、高糖度、大果に

より収益性向上が見込める。

・長崎早生より成熟期がやや遅いため

収穫期の労力分散が可能になる。

・へそ青など生理障害の発生が少ない

ため、高単価が望め、日持ち性も良い

ので商品化率も高くなることが期待

される。

・既存品種より果実が大きく出荷容器

の検討が必要。 

・２県で導入推進中

・代表的な産地で試作

中（長崎県）
なし 

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-17.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-17.pdf
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https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-19.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-19.pdf


番 

 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状

況 

20 

施設果樹におけ

るヒートポンプ

の冷房・除湿機能

の活用効果 

長崎県農林技

術開発センタ

ー、佐賀県果

樹試験場、 

宮崎県総合農

業試験場、鹿

児島県農業開

発総合センタ

ー 

・ハウスみかんでは着色向上、浮き皮

軽減、マンゴーではヤニ果などの生理

障害抑制や着果性の向上が期待でき、

それぞれの収益性が向上する。 

・温暖化の影響でヒートポンプによる

下温効果が不十分となる場合やラン

ニングコストが高くなることが懸念。 

・制御盤によって複数のヒートポンプ

と加温機との複合制御できる機種で

は、技術導入されているが、制御盤が

ない場合では夜冷がしっかりできて

いないほ場も見られた。 

・４県で導入推進中 

・ハウスミカンにおけ

る冷房機能を有する

ヒ ー ト ポ ン プ は

10.4ha（224台）普及

（佐賀） 

・ハウスみかんでは約

380aの面積に98台導

入、マンゴーでは約

370aの面積に132台導

入（鹿児島県） 

・さが園芸生産８８

８億円推進事業（佐

賀県） 

21 

高温による開花

期変動が起こり

にくい8月咲きの

小ギク新品種「春

日の紅」 

奈良県農業研

究開発センタ

ー 

・花色、草姿共に良好で、かつウイロ

イド抵抗性であることから、育種素材

としての活用も期待される。 

・高温年でも８月旧盆出荷向け作型で

の生産安定が可能である。 

・白さび病に罹病しやすい。 

・春が低温の年には、標高の高い生産

圃場での出荷時期が旧盆の最需要期

より遅れる場合がある。 

・出荷後に下葉の黄変が発生する場合

があり、品質上の問題となる。 

・奈良県で導入推進中 

・45戸で導入（奈良県） 
なし 

22 

気温差制御によ

る防霜ファンの

稼働時間短縮 

農研機構野菜

茶業研究部門 

・防霜ファンの効果が期待できない条

件下での稼働を抑制することにより、

省エネや電気代の節約が図られる。 

・施設更新が必要であり、コストがか

さむ。 

・５県で導入推進中 

・28.5haに普及 

（静岡県） 

・23.6haに普及 

（大分県） 

産地パワーアップ

事業（国） 
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番 

 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状

況 

23 

各種機能性成分

を短時間・効率的

に抽出できる給

茶機リッチプラ

ス 

農研機構野菜

茶業部門、食

品研究部門 

・茶の機能性成分を活かしたお茶を手

軽に提供することができる。 

・お茶に合わせた抽出することがで

き、商品の特徴を宣伝することができ

る。 

・本機は、茶の生産者が導入する機械

ではなく、エンドユーザーが導入する

べき機械である。エンドユーザーには

積極的に普及活動を行っていない。 

・導入コストが問題。 

・今までの給茶に比べ、やや提供に時

間がかかる。 

・導入推進中または検

討中の都道府県なし 
なし 

24 

蒸し製煎茶ライ

ン（120Kライン）

へ連結可能な新

熱源殺青装置に

よる新茶種生産 

鹿児島県農業

開発総合セン

ター 

・乾燥効率の向上、製造のコスト削減

の可能性がある。 

・蒸し機に比べ、清掃が簡単である。 

・普通煎茶や深蒸し茶、釜炒り茶、新

香味茶「萎凋香緑茶」など多様な茶種

を安定的に大量生産することが可能

となり、販路拡大が期待される。 

・導入コストが高い。 

・従来の殺青方法とは異なり、従来の

製品を製造することができないため、

従前の蒸し機と入れ替えることがで

きない。 

・２県で導入推進中 

・８工場が導入してい

る（鹿児島県） 

なし 

25 

初夏に新そばを

供給する「春のい

ぶき」と春まき栽

培法 

農研機構九州

沖縄農業研究

センター 

・「春のいぶき」は春まき栽培での適

性が高く、春まき栽培の生産安定及び

栽培農家の経営安定に寄与している。 

・既存品種との交雑防止の観点から新

品種の導入は難しい。 

・播種適期が短い。 

・収穫時期が梅雨期と重なることに加

え、収穫適期期間が秋まきソバに比べ

短いことから、収穫はコンバイン体系

が基本となる。 

・２県で導入推進中 

・栽培面積は年々増加

（H26：15.1ha→H29：

104ha） 

（鹿児島県） 

なし 

26 

WCS用稲をトラッ

クでバラ積み輸

送し飼料基地で

調製する低コス

ト作業体系 

農研機構西日

本農業研究セ

ンター 

・微細断収穫により稲WCSの発酵品質

が向上した。 

・作業効率の向上により労働力の削減

が図れ、生産費の低減につながってい

る。 

・従来のロールベール型収穫機と比較

して、精度よく細断されている、梱包

密度が高い、泥の混入がない点で優れ

る。 

・軟弱な圃場の場合、収穫機械によっ

ては収穫作業の効率が低下する。 

・飼料基地での梱包、密封、保管に係

る作業時間が圃場作業時間より長く

なり、圃場と基地の距離によっては飼

料基地での作業が過密になる懸念が

ある。 

・２県で導入推進中 

・土地利用型農業生産

法人にて１例導入さ

れている（三重県） 

・県内の農林振興セン

ターにて２台導入さ

れている（広島県） 

・畜産クラスター事

業（国） 

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-23.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-23.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-23.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-23.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-23.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-24.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-24.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-24.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-24.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-24.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-25.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-25.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-25.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-25.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-26.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-26.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-26.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-26.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-26.pdf


番 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状

況 

27 

P糖タンパク質増

強による受胎率

の高い牛凍結体

外受精胚生産技

術 

福岡県農林業

総合試験場、

九州大学、筑

後川流域農業

共済組合 

・雌雄を判別するためにバイオプシー

した受精卵の修復培養へのＰ糖タン

パク増強物質の利用が期待される。 

・高度な技術や知識が求められる。
・２県で導入推進中 なし 

28 

ヨーネ病の新し

い診断技術の開

発および確立 

農研機構動物

衛生研究部門 

・ヨーネジーンを用いたリアルタイム

ＰＣＲを実施し、菌分離にくらべ非常

に迅速なヨーネ病の診断ができ、まん

延防止につながっている。 

・遺伝子量を定量することにより、防

疫措置の判断根拠となる。

・清浄化が進んだ農場においては，抗

体陰性排菌牛の早期摘発に有効と考

える。

・「ヨーネジーン」は200反応のセッ

トのみのため、少頭数の検査において

は無駄になる場合があり、検査費用が

割高となってしまう場合が多い。

・共通試料を用いた定期的な精度管理

が必要となる。

・環境の汚染状況によっては通過菌の

影響により、真の感染牛でない牛が定

量陽性と判定され、患畜とみなされる

可能性があるため、検査を行う際には

十分考慮する必要がある。

・１４道県で導入推進

中 

・平成30年度は47都道

府県55か所の家畜保

健衛生所で標準化の

ための精度管理調査

を実施 

・家畜伝染予防法第5

条に基づく5年ごとの

調査について、ヨーネ

ジーンが導入されて

いる（北海道）

なし 

29 

乗用トラクタの

転倒転落事故の

一因である左右

ブレーキの連結

忘れを防ぐ装置 

農研機構農業

技術革新工学

研究センター 

・左右ブレーキを連結しない状態での

誤操作によるブレーキの片効きを防

ぐことができ、農作業事故の回避につ

ながる。 

・農家の現有トラクタに後付けできな

いため、農家に積極的に導入を進める

ことができない。農機具メーカーに、

本装置を装備したトラクタを販売し

てもらうしか、普及を進める方法はな

い。 

・１１県で導入推進中 

・各農機メーカーの現

行機種にほぼ導入さ

れているため、機械の

更新に伴い普及して

いる（山口県） 

なし 

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-27.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-27.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-27.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-27.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-27.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-28.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-28.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-28.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-29.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-29.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-29.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-29.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-29.pdf


「最新農業技術・品種 2018」の公表から２年目の追跡調査結果 

 農業技術に関する近年の研究成果の中から、早急に生産現場への普及を推進する重要なものを「最新農業技術・品種」（2014年以前は「農業新技術

200X」）として 2007年（平成19年）から毎年選定しているが、公表後２年目及び５年目に普及状況を追跡調査実施し、都道府県における新技術の普

及状況を把握することとされている。 

 今回の追跡調査では、公表から２年が経過した「最新農業技術・品種2018」について、各地方農政局を通じて収集した各都道府県における生産現

場への普及状況や技術の導入効果等についてまとめた。なお、追跡調査で収集した意見については、地方農政局を通じ、提案機関へ情報提供を行う

とともに、地方農政局が主催する地域研究・普及連絡会議等にて、その結果を反映した今後の取組みについて管内の公設研究機関、普及部門の関係

者等で検討する。 

「最新農業技術・品種2018」の２年目追跡調査結果の概要 

 「農業新技術2018」に掲載された23の成果のうち、「大粒で食味が優れ果皮色の赤いブドウ新品種「クイーンニーナ」」、「高糖度、軟肉質で

食味良好、豊産性の晩生ニホンナシ新品種「甘太(かんた)」」、「産肉能力のゲノム育種価を活用した黒毛和種の早期選抜法」、「縞葉枯病抵抗

性で茎葉多収、高糖分のイネWCS専用品種「つきすずか」」は特に導入が積極的に進められており、各々、２０、１４、１２、８の道府県に

おいて導入が積極的に進められている。

 「大粒で食味が優れ果皮色の赤いブドウ新品種「クイーンニーナ」」は、緑色のシャインマスカット、黒色の巨峰、ピオーネに続く、極大粒

で良食味の高品質の赤色のブドウが待望されていた市場ニーズに合致し、地域を問わず導入の推進が見られた。一方、着果過多や着色期の高

温などにより果皮の着色が不安定となる事例も報告された。

 稲や麦の新品種は、各々の地域で既存の品種が普及しているため、成果の普及が限定的となる傾向にあった。



「最新農業技術・品種２０１８」選定成果の優良普及事例（２年目追跡調査結果）（１）

【普及状況】
• ８県で導入推進中。
• 平成30年度に約4haを栽培。令和元年度は約35haに増加する予定
（三重県）。

【導入効果】
• 「たちすずか」と同程度の熟期、収量性を有し、「たちすずか」
にはない縞葉枯病抵抗性を有するため、「たちすずか」の後継品
種として安定した生産量や収益を見込むことができる。

【導入にあたり生じた課題・想定される課題】
• 熟期は「たちすずか」と同程度だが、熟期が進むと立毛稲からヒ
コバエ（再生草）が伸長すること、稲体の色抜けも早いこと等、
「たちすずか」ではほとんど見られない特徴が観察される。

【普及状況】
• ２０府県で導入推進中。
• R1年の出荷量 34ｔ（山梨県）
• 約 20 ha 栽培（長野県）
【導入効果】
• 安定的に着色するため、秀品率の向上が期待できる。
• 緑色の「シャインマスカット」、黒色の「ピオーネ」と３色
ブドウでの贈答用ブドウとして高単価での販売が期待できる。

【導入にあたり生じた課題・想定される課題】
• 樹勢の衰弱や生理障害による着色ムラが散見されることがある。
• 高糖度であるが、大房にして収量を上げると着色が悪くなるな
どの課題が見られる。

１．縞葉枯病抵抗性で茎葉多収、高糖分のイネWCS専用
品種「つきすずか」

２．大粒で食味が優れ果皮色の赤いブドウ新品種
「クイーンニーナ」



「最新農業技術・品種２０１８」選定成果の優良普及事例（２年目追跡調査結果）（２）

【普及状況】
• １４県で導入推進中。
• R1 年度生産量計画：7.1ｔ（佐賀県）
• 1 ha導入（熊本県）
【導入効果】
• 生産性が高く、果肉が軟らかく、高糖度で食味が優れる。
• 果実の大きい晩生品種の需要が停滞する現在においては
既存品種との差別化が期待できる。

【導入にあたり生じた課題・想定される課題】
• 果実色から収穫適期を判断するのが難しいため、早採りや
過熟による食味のバラつきが懸念される。

【普及状況】
• １２道県で導入推進中。
• 道内種雄候補牛の選抜におけるゲノム育種価の普及状況は100％
（北海道）。

【導入効果】
• 非常に若い子牛の段階でも、将来の産肉能力を高い精度で推測
する事が可能になり、各地域（都道府県）で特性のある種牛
（種雄牛、供胚牛等）の選抜促進が期待される。

【導入にあたり生じた課題・想定される課題】
• 組織からSNPタイピング及びGBV算出に要する時間が長期にわた
る。また、そのコストもかかる。育成や資材等にかかる費用の
負担が大きい。

３．高糖度、軟肉質で食味良好、豊産性の晩生ニホンナシ
新品種「甘太(かんた)」

４．産肉能力のゲノム育種価を活用した黒毛和種の
早期選抜法



番 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状況 

1 

水稲鉄コーティン

グ湛水直播栽培に

適する肥効調節型

肥料 

岩手県農業研

究センター 

・鉄コーティング湛水直播栽培の苗立ち

安定のためには、播種後に落水管理を行

う必要があり、入排水の繰返しによる施

肥窒素の溶脱が問題であるが、これを考

慮した肥効調節型肥料の配合設計によ

り、苗立ち安定化対策をとりながら生

育・収量の安定化が期待される。

・試験事例が一部の品種に限られており、

異なる熟期の品種を選択した場合の適応

性（収量・品質、倒伏への影響）につい

て、検証が必要。 

・２県で導入推進中

・県実証圃の利用事例： 

一関市50a（H30）、北上

市20a、矢巾町60a、奥

州市50a（H30、R1）、陸

前高田市1ha（R1） 

（岩手県） 

なし 

2 

早生で多収の極良

食味水稲新品種

「つきあかり」 

農研機構中央

農業研究セン

ター 

・集荷業者と農家との契約栽培の中の多

収品種として、またコシヒカリの作期を

ずらす早生品種として期待できる。

・実需者提携米の品種として一部地域で

導入されている。

・茎数を確保しにくい品種のため、初期

生育を早期に確保する肥培管理が必要。

・登熟期間が高温で経過する地域では、

白未熟粒等の発生が増加し、品質が低下

する可能性がある。

・２県で導入推進中

・令和元年度は６県で

産地銘柄に指定され、

同年度産の検査数量は

約13,000t。

・令和２年産ではこれ

に加え、７県で産地銘

柄に指定。

・ニューマーケット対

応型ふくしま米産地育

成事業（福島県）

3 

縞葉枯病抵抗性で

良質良食味の水稲

新品種候補系統

「いなほっこり

(中国209号)」 

農研機構西日

本農業研究セ

ンター 

・県内の既存品種より高温に強く、高温

登熟年における品質の安定が期待され

る。

・県内に採用されている縞葉枯病抵抗性

品種の中では高温登熟性に優れ、良食味

であるため、安定した収益を見込むこと

ができる。 

・県内に採用されている縞葉枯病抵抗性

品種の中では、稈長が高く倒伏しやすい

ため、生産者が品種に慣れるまでは施肥

量を少なく栽培指導を行う必要がある。

・群馬県で導入推進中

・H30産作付け面積は

1ha、R1産作付け面積

（見込み、飼料米含む）

は100ha（群馬県）

なし 

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_01.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_01.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_01.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_01.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_02.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_02.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_02.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_03.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_03.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_03.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_03.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_03.pdf


番 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状況 

4 

縞葉枯病抵抗性で

茎葉多収、高糖分

のイネWCS専用品

種「つきすずか」 

農研機構西日

本農業研究セ

ンター 

・「たちすずか」と同程度の熟期、収量

性を有し、「たちすずか」にはない縞葉

枯病抵抗性を有するため、「たちすずか」

の後継品種として安定した生産量や収益

を見込むことができる。 

・熟期は「たちすずか」と同程度だが、

熟期が進むと立毛稲からヒコバエ（再生

草）が伸長すること、稲体の色抜けも早

いこと等、「たちすずか」ではほとんど

見られない特徴が観察される。これらの

品種特性の違いが飼料特性、収穫期間や

収穫作業性に与える影響を検証する必要

がある。

・８県で導入推進中

・平成30年度に約4haを

栽培。令和元年度は約

35haに増加する予定

（三重県）

・R1年度から種子購入

が開始（山口県）

なし 

5 

製パン適性の優れ

る寒冷地向け小麦

新品種「夏黄金」 

農研機構東北

農業研究セン

ター 

・製パン好適での活用が期待できる。

・赤かび病抵抗性は「ゆきちから」より

強いが、“中”程度なので、「ゆきちから」

と同様の防除が必要である。また、うど

んこ病抵抗性が“中”なので、適期防除

に努める必要がある。

・宮城県で導入推進中

・平成28年に奨励品種

に採用し，平成31年産

麦は約250ha作付け（宮

城県）

なし 

6 

寒冷地向けもち性

大麦新品種「はね

うまもち」 

農研機構中央

農業研究セン

ター 

・高まるもち麦の需要に応じた食品メー

カーとの契約栽培等により販売単価が向

上し、生産者の収益性の向上が期待され

る。

・もち麦は硝子率が上がりにくく、積極

的な追肥が可能なことから、収量及び品

質の向上技術が開発されている。

・プロアントシアニジンフリーの特性の

付与も求められる。

・6次産業化や契約栽培などによる高収益

性事例が増えているが、国産もち麦の生

産量増加によって、さらなる販路拡大が

求められる。

・２県で導入推進中

・H30年度、六条大麦の

播種面積の47%に作付

け（新潟県）

なし 

7 

落葉病抵抗性を付

けた「エリモショ

ウズ」、アズキ新品

種「エリモ１６７」 

北海道立総合

研究機構十勝

農業試験場 

・アズキ落葉病抵抗性であるため、同病

害発生畑においても安定生産が可能とな

る。 

・生産物の販売面においては、「エリモシ

ョウズ」と同等の加工適性を有するため、

実需者が求める品質を有する生産物の安

定供給が可能となる。 

・北海道で導入推進中

・H30 年度作付実績

403ha、R1年度作付計画

1,353ha、R2年度作付計

画2,226ha 

（北海道） 

なし 

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_04.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_04.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_04.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_04.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_05.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_05.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_05.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_06.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_06.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_06.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_07.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_07.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_07.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_07.pdf


番 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状況 

8 

ソバ小畦立て播種

による湿害回避と

収量改善 

福井県農業試

験場 

・播種後の降雨により湿害が発生しやす

い圃場では、本技術を導入することで収

量が向上することが期待される。 

・過去にそばを対象とした耕うん同時畝

立て播種技術を実証したが、それでも湿

害回避程度が十分でなかったため、現状

では本成果の導入は難しい。 

・福井県で導入推進中 なし 

9 

大玉で多収、病虫

害に強いバレイシ

ョ新品種「アイマ

サリ」 

長崎県農林技

術開発センタ

ー 

・単収が向上するとともに、ジャガイモ

シストセンチュウ等に病害に抵抗性であ

るため減農薬栽培も可能となる。

・既存品種を輪作で栽培しており、病害

虫の被害は少ないため、新品種導入のニ

ーズが少ない。

・種子や製品が手に入らない、導入の方

法がわからない。

・長崎県で導入推進中 なし 

10 

調理しやすく加工

適性も優れるばれ

いしょ品種「はる

か」「ピルカ」 

農研機構北海

道農業研究セ

ンター 

・ジャガイモシストセンチュウ抵抗性を

持つため、線虫の未発生地域では新規感

染を防止し、発生地域では線虫密度を下

げる効果がある。また、既存品種と比較

して、いもの粒ぞろいが優れるので、規

格内収量の増加が見込まれる。

・一部の圃場において萌芽不良が報告さ

れている。芽数が少ないので、植付前の

種いも切断時に注意を要する。

・既存品種と収量面や品質面で同等の評

価となり、既存品種からの切り替えには

至っていない

・種子や製品が手に入らない、導入の方

法がわからない。

・北海道で導入推進中

・約 120ha 栽培されて

いる（H30、北海道）

・県北の出水地区で試

験的に導入されている

(H31春作：22ha）

（鹿児島県）

なし 

11 

タマネギ直播栽培

における直下施肥

を用いたリン酸肥

料の減肥技術 

農研機構北海

道農業研究セ

ンター 

・タマネギ直播栽培導入につながる大き

な要因となり、また、育苗作業に要する

時間と労働力を低減させ、リン酸施肥量

も低減（従来の３分の２）していること

から、収量の安定化、労働力の削減、肥

料の削減による営農経費の低減が可能と

なる。

・直播栽培の普及が不十分である。

・砕土率の良い土壌条件が必須である。

・局所施肥機導入に新たなコスト（局所

施肥機）発生する。

・リン酸だけ別に施肥という新たな労働

が発生する。

・北海道で導入推進中

・十勝地域を中心に当

該技術専用となる施肥

爪を47組販売（北海道） 

なし 

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_08.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_08.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_08.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_09.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_09.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_09.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_09.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_10.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_10.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_10.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_10.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_11.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_11.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_11.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_11.pdf


番 

 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状況 

12 

東北・北陸地域に

適するタマネギの

春まき夏どり作型 

農研機構東北

農業研究セン

ター 

・新たな水田転作品目として、水田経営

体の収益性向上が期待できる。 

・収穫期の拡大、作業時期の分散による

労働力確保とタマネギ専用機械の汎用利

用、タマネギ後の秋作に別の作物を作付

けできることによる露地ほ場の効率的利

用等のメリットが期待される。 

・慣行作型と本作型の両作型を導入した

際、収穫作業以降の回収・選別・調製・

保管・出荷の体制を整えておかないと作

型を分散させる効果を得られない場合が

ある。 

・病害虫の被害を受けやすいため、防除

体系を固めた上で栽培をする必要があ

る。 

・収穫期が梅雨期となるため、収穫の遅

れや遅れや貯蔵中の腐敗が発生すること

がある。 

・６県で導入推進中 

・40ha（R1）（岩手県） 

・6ha（大河原地域） 

（宮城県） 

・3ha（H30）(山形県) 

・1ha（砺波市、南砺市） 

（富山県） 

・3.7ha（湖北地域） 

（滋賀県） 

・新しい園芸産地づく

り支援事業（国） 

・産地パワーアップ事

業（国） 

13 

加工時に臭わず黄

変しないダイコン

新品種「悠白 (ゆ

うはく) 」と「サ

ラホワイト」 

農研機構野菜

花き研究部門 

・新品種を用いることで、臭いや黄変が

発生せずにフレッシュ感が持続する大根

加工製品の創出が可能となる。 

・新品種が有する加工適性に対する市場

からニーズが少ない。 

 

・宮崎県で導入検討中 なし 

14 

キュウリ促成栽培

における基肥リン

酸施用要否のため

の可給態リン酸基

準 

高知県農業技

術センター 

・キュウリ促成栽培において基肥リン酸

施用する際、可給態リン酸基準にしたが

うことで、肥料費削減やリン酸過剰によ

り引き起される障害を防止することがで

きる。 

・配合肥料が利用されているため、リン

酸質肥料のみ無施用にするのが難しい。 

・単収の増加に伴い必要となるリン酸量

が増えることから、多収栽培生産者への

適応には配慮が必要である。 

・４県で導入推進中 

・県内へのリン酸無配

合の肥料の販売は微増

している（群馬県） 

・県内キュウリ産地で

の施肥設計に活用され

ている（高知県） 

なし 

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_12.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_12.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_12.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_13.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_13.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_13.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_13.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_13.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_14.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_14.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_14.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_14.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_14.pdf


番 

 

号 

研究成果名 主な開発機関 導入した効果・期待される効果 
導入にあたり生じた課題・ 

想定される課題 

都道府県での 

導入状況、 

普及面積等 

都道府県における 

補助事業等の導入状況 

15 

大粒で食味が優れ

果皮色の赤いブド

ウ新品種「クイー

ンニーナ」 

農研機構果樹

茶業研究部門 

・既存の赤系ブドウ品種では着色不良が

問題となるが、本品種は安定的に着色す

るため、秀品率の向上が期待できる。 

・緑色の「シャインマスカット」、黒色

の「ピオーネ」と３色ブドウでの贈答用

ブドウとして高単価での販売が期待でき

る。 

・苗木の生産量が足りておらず、品種そ

のものの入手が困難。 

・樹勢の衰弱や生理障害による着色ムラ

が散見されることがある。 

・高糖度であるが、大房にして収量を上

げると着色が悪くなるなどの課題が見ら

れる。 

・２０府県で導入推進

中 

・ R1 年 の 出 荷 量 

34t(H30：20t)（山梨県） 

・約20ha栽培（長野県） 

・本品種を検討品種に

指定（広島県） 

・栽培面積：1.8ha（平

成27年）→3.1ha（平成

29年）（鹿児島県） 

・果樹経営支援対策事

業（国） 

16 

高糖度、軟肉質で

食味良好、豊産性

の晩生ニホンナシ

新品種「甘太(かん

た)」 

農研機構果樹

茶業研究部門 

・生産性が高く、果肉が軟らかく、高糖

度で食味が優れる。 

・果実重は「新高」よりも小さく、これ

は果実の大きい晩生品種の需要が停滞す

る現在においては既存品種との差別化が

期待できる。 

・果実色から収穫適期を判断するのが難

しいため、早採りや過熟による食味のバ

ラつきが懸念される。 

・１４県で導入推進中 

・R1年度生産量計画：

7.1ｔ（佐賀県） 

・1ha導入（熊本県） 

・果樹経営支援対策事業

（国） 

・鳥取梨生産振興事業

（鳥取県） 

・さが園芸生産８８８億

円推進事業（佐賀県） 

17 

植木類輸出促進に

向けた害虫の防除

手法の開発 

千葉県農林総

合研究センタ

ー 

・オオハリセンチュウの効果的な防除法

（薬剤含め）が特定され、的確に使用す

ることで、検疫合格の改善につながって

いる。 

・根鉢浸漬処理技術の普及の際、指導者

に対する研修や指導マニュアルの整備が

不可欠である。 

・４県で導入推進中 

・植木輸出時の、線虫

防除法として根鉢浸漬

方と薬剤が一部の生産

グループで導入（千葉

県） 

なし 

18 

抹茶や粉末茶に適

した緑茶用新品種

「せいめい」 

農研機構果樹

茶業研究部門 

・国内外で需要が拡大する抹茶や粉末茶

の加工利用に向いており、また被覆栽培

に適し、多収で病害にも強いため安定生

産が可能で、生産者の所得向上が期待さ

れる。 

・地域、営農条件等が限定される。 
・８県で導入推進中 

・1.0ha栽培（鹿児島県） 
なし 

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_15.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_15.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_15.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_15.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_16.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_16.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_16.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_16.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_16.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_17.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_17.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_17.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_18.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_18.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_18.pdf
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19 

産肉能力のゲノム

育種価を活用した

黒毛和種の早期選

抜法 

北海道立総合

研究機構畜産

試験場 

・非常に若い子牛の段階でも、将来の産

肉能力を高い精度で推測する事が可能に

なり、各地域（都道府県）で特性のある

種牛（種雄牛、供胚牛等）の選抜促進が

期待される。 

・組織からSNPタイピング及びGBV算出に

要する時間が長期にわたる。また、その

コストもかかる。 

・改良スピードの向上は期待できるが、

近交の上昇を抑制する配慮は必要と思わ

れる。 

・１２道県で導入推進

中 

・道内種雄候補牛の選

抜におけるゲノム育種

価の普及状況は100％

である（北海道） 

・平成30年度、若雌牛

525頭で実施（佐賀県） 

・北海道和牛生産基盤

振興事業（北海道） 

・飛騨牛戦略推進強化

事業（岐阜県） 

・博多和牛ブランド強

化対策事業（福岡県） 

・和牛の地域特性活用

ゲノム選抜手法普及事

業（JRA） 

20 

放牧衛生検査等で

利用できる携帯型

簡易貧血測定装置

の開発 

農研機構動物

衛生研究部門 

・放牧衛生検査に係る労力・時間、経費

の削減。貧血牛の迅速な発見・早期治療

に貢献する。 

・放牧病による損耗の低下につながり、

自給飼料を有効利用する放牧の推進に寄

与する。 

・導入のコストが高い。 ・２県で導入検討中 なし 

21 

畑輪作で活用でき

る生育履歴情報を

利用したマップベ

ース可変施肥技術 

北海道立総合

研究機構十勝

農業試験場 

・地力ムラに応じた施肥が可能なため、

過剰な施肥の抑制につながっている。生

育履歴情報が蓄積されていくことによ

り、更なる施肥量の適正化と圃場改良に

よる増収効果が期待される。 

・ISO規格に準拠したマップ形式に基づき

制御可能な施肥機が必要なため、新たに

購入する場合は従来機種より初期費用が

高い。 

・北海道で導入推進中 なし 

22 

生産者が使える簡

便でリーズナブル

な排水改良技術の

ラインナップ 

農研機構農村

工学研究部門 

・カットドレーンは弾丸暗渠､サブソイラ

に置き換わる低コスト技術として期待で

きる。 

・大豆や麦の栽培において、排水対策は

不可欠な技術であり、簡便で効果的なこ

れら排水改良技術を導入することで安定

生産が期待できる。 

・効果の持続性について未検討である。 

・施工に適する圃場が限定される（圃場

に土手がない、浅い位置に礫があるな

ど）。 

・成果の認知度が低い。 

・５県で導入推進中 

・東北信地域のアスパ

ラガス圃場で約2haで

導入（長野県） 

・水田農業担い手機械

導入支援事業（福岡県） 

・カットドレーンmini

のレンタル事業（JA全

農長野等） 

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_19.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_19.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_19.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_19.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_20.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_20.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_20.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_20.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_21.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_21.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_21.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_21.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_22.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_22.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_22.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_22.pdf
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23 

侵入防止柵の接地

部をパイプで補強

する、イノシシの

くぐり抜け防止技

術 

農研機構西日

本農業研究セ

ンター 

・侵入防止柵の整備効果の維持による収

量の確保が可能となる。

・くぐり抜けによる柵の破損にかかる補

修作業労賃の削減できる。

・効果はあると考えられるが、一般的な

防止柵に比べて、価格が高くなる。

・労働負担が増加する。

・３県で導入推進中

・中山間地域の多い県

南部を中心に普及して

いる（千葉県）

・設置部をパイプで補

強した侵入防止柵を

H30年度に外周延長約

57km整備。R1年度には

外周延長約64kmを整備

した（奈良県）

・鳥獣害防止総合対策

交付金（国）

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_23.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_23.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_23.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_23.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_23.pdf



